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授業科目名 国 際 開 発 論 担当教員 鈴木　清史

開講年次 3 年前期 セメスター 5 時間数（単位数） 30（1）
必修選択 選択 授業形態 講義 使用教室

授業の目的 開発途上国の貧困解決と開発に関するさまざまな課題を学習し、開発と国際協力について理解する。

到達目標

１） 世界の中の日本の立場を理解することができる。
2） 開発とは何かを理解し、説明することができる。
3） 地球上で見ることができる開発事例をとおして、日本で暮らす自分たちが彼我の視点で地球規模

の思考のあり方を考えることができる。

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

１ 世界・地球を眺める視点 講義 世界の国々はどのように分類できるのか
（復習） 100 分 鈴木

2 多様な世界の現実　（1）文化
の側面 講義 文化とは何か再確認

（復習） 100 分 鈴木

3 多様な世界の現実　（2）経済
の側面 講義 「貧富」は問題なのか

（復習） 100 分 鈴木

4 多様な世界の現実　（2）政治
の側面 講義 世界の政治体制の特徴を整理する

（復習） 100 分 鈴木

5 開発とは何か 講義 開発に関しての概念整理
（復習） 100 分 鈴木

6 開発を担う機関 講義 各国の機関を整理しそれらの特徴をま
とめる（予習） 100 分 鈴木

7 国際援助と開発 講義 援助と開発理論的側面（復習） 100 分 鈴木

8 事例研究　アジアの場合 講義 事例をとおして過去の開発を整理する
（復習） 100 分 鈴木

9 事例研究　アフリカの場合 講義 事例をとおして過去の開発を整理する
（復習） 100 分 鈴木

10 事例研究　南米の場合 講義 事例をとおして過去の開発を整理する
（復習） 100 分 鈴木

リベラルアーツ・専門基礎科目【国際】ＬＧＬ３０３

ディプロマポ
リシーにお
ける科目の
位置づけ

看護教育の４つの主要柱の１つである国際にかかわる専門基礎科目である。将来海外で看護活動
などを行うとすれば、国際的な視点から自分の活動がその地の人々にとってどのような意味を持つの
かを考えるためのきっかけとなることを目的としている。科目は人文社会科学系だといえるが、人間に
まつわる事象を取り上げるという点では、看護と通じるものだがあると考えられる。

ディプロマポ
リシーとの

関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力
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11 開発がもたらすもの 講義 開発の影響を整理する（復習） 100 分 鈴木

12 「良い開発」と「悪い開発」 講義 開発についての評価をどうするのか。
関連する概念整理（復習） 100 分 鈴木

13 開発と人びと（１） 講義 開発がもたらした変化を整理する
（復習） 100 分 鈴木

14 開発と人びと　（２） 講義 開発がもたらした変化を整理する
（復習） 100 分 鈴木

15 「開発」再考　まとめとして 講義 人間にとって開発とは何かを再考する
（復習） 100 分 鈴木

先行履修
科目

テキスト 特に指定しない

参考文献

斎藤文彦：国際開発論．日本評論社，2005．
山本一巳・山形辰史　編：
国際協力の現場から―開発にたずさわる若き専門家たち．岩波ジュニア新書，2007．
アマルティア・セン：貧困の克服―アジア発展の鍵は何か．集英社新書，2002．
ムハマド・ユヌス：ムハマド・ユヌス自伝―貧困なき世界をめざす銀行家．早川書房，1998．
坪井ひろみ：グラミン銀行を知っていますか？．東洋経済新報社，2006．
佐藤寛：開発援助の社会学．世界思想社，2005．
佐藤寛　編：テキスト社会開発．日本評論社，2007．
青柳まちこ　編：『開発の文化人類学』．古今書院，2000．

評価方法 授業参加 40％　期末レポート60％（講義の進行次第で小レポートを課すこともある）

メッセージ 3 年生対象の講義なので、自らの経験などを含めて意見のやり取りが行なえる講義になると興
味深いと思われる。
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